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1.はじめに
テフラとは火山から噴出された砕屑物のことであり、地上や海洋に同様に降下する。そのため、離れた地点の堆積物

に介在するテフラ層が対比できれば同一時間面の指標とすることができる。本研究では、2009年に IODP323次航海で掘
削されたコアである U1343コアと、U1344コアに介在する計 82枚のテフラ層について、火山ガラスの主成分化学組成
を分析し、テフラ層序を明らかにした。

2.試料
両コアの掘削地点はベーリング海中央にあり、ベーリング海の北東を占める陸棚に近い。堆積物は主に粘土と珪藻を含

むシルトからなる。U1343コアは水深 1986mから採取され、介在するテフラ層はホール別にそれぞれU1343A（ホール全
長：201.5mbsf）に 13枚、U1343C（ホール全長：234.2mbsf）に 9枚、U1343D（ホール全長：8.5mbsf）に 1枚、U1343E
（ホール全長：744.3mbsf）に 25枚である。古地磁気層序から U1343Aと U1343Cは過去 80万年間の堆積物で、U1343E
の最深部は 2.1Maに到達していると考えられる。U1343Dは表層から 8.5m分の堆積物である。U1344コアは水深 3220m
から採取され、介在するテフラ層はホール別にそれぞれ U1344A（ホール全長：745.0mbsf）に 27枚、U1344D（ホール
全長：286.5mbsf）に 6枚、U1344E（ホール全長：202.8mbsf）に 1枚である。古地磁気層序から U1344Dと U1344Eは
過去 60万年間の堆積物であり、U1344Aの最深部は 1.9Maに到達していると考えられている。

3.分析方法
試料は水洗し、超音波洗浄器で粘土分を遊離させた後、テフラ粒子を静沈させて上澄み液を捨てて自然乾燥させた。乾

燥後の試料はふるい（63μm、125μm、250μm）を使用し粒径選別を行った。粒径 63μm～125μmの試料につい
てプレパラートを作り、偏光顕微鏡を用いて含まれる鉱物や火山ガラスを観察し岩石学的な記載を行った。また、同粒
径の試料をエポキシ樹脂で固定し、研磨した後、電子プローブマイクロアナライザー（EPMA）で火山ガラスの主成分化
学組成分析を行った。EPMAは JXA-8800M（国立科学博物館、新宿分館）を使用し、測定条件は加速電圧が 15kV、照
射電流が 10∗10ˆ-9A、ビーム径が 10μmである。

4.結果
　顕微鏡観察の結果、多くのテフラ層は火山岩片や、円磨した判別不明な鉱物に富み、石英や、斜長石が多くみられ

た。また、有孔虫や珪藻などの微化石が混在しているテフラ層も多い。。すべてのテフラ層で、火山ガラスは 63μm～
125μmサイズで観察され、次いで 63μmサイズ以下の火山ガラスも多かった。主成分化学組成分析の結果、82枚の
テフラ層に存在する火山ガラスの SiO2含有量は約 53wt%～78wt%だった。U1343コアは 5枚、U1344コアは 2枚のテ
フラ層は SiO2（約 71～78wt%）に富む無色火山ガラスに非常に富んでおり、鉱物は少なかった。この計 7枚のテフラ層
の火山ガラスは 63μm以下の粒径に多く観察され、形態はバブルウォール型であった。

5.考察
　顕微鏡下で確認された砂礫や鉱物は、その多くが円磨されていることから火山からの噴出物が降下・堆積したテフ

ラ層ではなく、季節海氷や氷山によって運ばれ、堆積したものと考えられる。
主成分化学組成分析の結果から CaOとMgOの組成にもとづいて 2タイプのテフラ層にわけられた。タイプ 1は SiO2

含有量が約 58%～63%、タイプ 2は SiO2含有量が約 65%～78%であった。このことからこの地域に分布しているテフ
ラは、主に 2か所の火山地帯から供給されたと考えられる。また、U1343コア中の 5枚のタイプ 2に属するテフラは、
U1343Eの深度 93.825 mbsf（約 0.37Ma：層厚 3.5cm）、U1343Cの深度 97.835 mbsf（約 0.29Ma：層厚 2cm）、U1343Aの
深度 98.868 mbsf（約 0.33Ma：層厚 4cm）のテフラ層は火山ガラスの主成分化学組成に基づいて、同一のテフラ層であ
ることがわかった。SiO2は約 75wt%だった。この 3試料は同コアであるがホールが異なっている。同様に、U1343Eの



深度 190.850 mbsf（約 0.78Ma：層厚 1cm）と U1343Cの深度 193.795 mbsf（約 0.78Ma：層厚 2cm）のテフラ層につい
ても同コアの異なるホール間で対比ができた。SiO2は約 78wt%だった。

6.まとめ
給源地域の異なる火山ガラスを含むテフラ層があった。このテフラ層は、同時に複数の噴火の可能性や、流氷の融解

による堆積物の可能性が考えられる。SiO2の含有量が 75wt%を超えるテフラ層は比較的厚く (1.0cm˜4.0cm)堆積してお
り、離れた地点で採取されたコアと対比される可能性が考えられる。EPMA分析では、63μm～125μmの粒径の試料
を用いたが、細かく発泡している火山ガラスや試料によっては 63μm以下の粒径に火山ガラスが多く確認できたため、
そのような試料については，今後別の分析方法の検討が必要である。
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